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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 障害者自立支援センター 所
管

福祉部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

平成

障害福祉課

54

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

② だれもが文化を享受できる環境づくり[24]

条例・規則

国・都

2,017

3,243

２５年度

1,696

187

　

・障害者やその家族に対し相談支援(計画相談・一般相談等)を行い、障害者の自立と社会参加を促進する。
・障害者の社会参加プログラムの実施とその支援のためのボランティアの育成を行う。
・自立支援協議会において関係機関のネットワークの構築と相談支援事業全般のレベルアップを目指す。

人ケアマネジャー人数

社会参加プログラム実施回数

人

190

2,488

3

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

東京都台東区松が谷福祉会館条例

・障害者パソコン教室(肢体・視覚)、講演会、要約筆記、非常勤職員健康診断　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

〇適切なサービス調整のための相談事業と自立や社会参加促進のためのプログラムの実施
・相談支援事業(計画相談・一般相談・ピアカウンセリング)の実施
・障害者地域自立支援協議会の運営(協議会本会・リーダー会・相談支援部会・就労部会・くらしの部会)
・社会参加プログラムの実施(講習会・パソコン教室・外出訓練・自主サークルの設置及び運営支援等)
・事業に関連するボランティアの育成(新規育成及び既存ボランティアのレベルアップ講座等の実施)

件

Ⅰ-３．文化が息づく豊かな生活の創出

 [施　　策]

区内在住の障害者や家族及び障害者の支援を行うボランティア団体等

回

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

5

190

2,830

3

192

2,764

3

（４）文化的なまちづくり

あり 障害者の文化活動支援

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

障害者の社会参加の支援のために開催する事業には養成講座を卒業したボランティアを活用することにより
内容の充実が出来ており、コストを抑えた効率的な質の良い事業展開が出来ている。効率性

4

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 37,226 34,779 36,092

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

平成27年度を目途に障害福祉サービスを利用する障害者に相談支援事業所によるサービス利用計画(受給
者証期限まで)が必要となっている。松が谷福祉会館は区直営の施設として委託相談支援事業所の資質向
上の上からも研修事業の開催なども含め、その果たす役割は大きい。

拡大

評
価
結
果

社会参加プログラム等については、障害のある方の文化芸術活動として絵画・織物・音楽等の充実を目指
し、美術展など発表の場にもつなげている。

3 区直営の相談事業所として複雑且つ困難、長期化する相談を担当することとなる。今後、区として計画相談
の積極的な拡大を目指すために委託相談支援事業所と連携をとり進めていく。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

地域の相談支援体制の中核となり、専門性・困難性の高い相談業務に対応し、地域における
相談支援事業者に対しては指導・助言及び人材育成の支援、連携強化等を行い、相談支援の
充実を図るための体制強化が必要である。

障害者福祉サービスを利用するために必須であるサービス利用計画作成の充実を図るため、障害者・児特定相談に
ついて相談支援体制を整備し、計画の質の向上と件数の拡大に努めている。

目的達成度 3

必要性

35,539

949 1,036

1,276

36,400 37,836

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

1,621 1,744

0

12,240 13,123

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

相談支援件数

プログラム参加延べ人数

指標の名称

34,175

1,261

38,938

　決算額　　(単位：千円) 12,835

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

36,675

1,005

1,258

0

1,712

1,7261,813


